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倍の高水準の状況にある。そのため、2 018年 12月 8日には、外国人労働者を 34万人受け入
れる「改正出入国管理法」が可決、成立されたが、外国人就労者に対する居住実態の課題を
抱えている。また、近年では少子高齢化、人口減少等に伴い、総住宅数が総世帯数を上回る
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録。 兵庫県で 35万 6500戸（同 13.0%）、前回調査時の 2008年より約 2万戸増えた。また、
神戸市長田区には空き家率が 18％、空き家の数 11140軒になっている。その内訳として、長


























KGPS Review No.28 March 2021 
54 
 











































KGPS Review No.28 March 2021 
58 
 
    
図 5．異文化体験施設コンバージョン 
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